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要 約 :ボンベ･ファン･メールデルフォールトは,1857年9月21日に長崎港に到着し,同年11月12日に松本■
良順以下12名の医師に対し日本で初めての近代西洋医学教育を長崎西役所にて開始した.ボンベの講義体系は,
基本的には1841年以後に改組されたユトレヒト陸軍軍医学校のカリキュラムに従ったものであり,理論と実践の
バランスを重視するものであった.中でも,当時の最先端医学であった解剖学の比重は重く,1857年から1859年
末に掛けて2年間,それも火,木,土の午前中を充てていた.講義ノートは,ドイツの解剖学者C.E.Bockの著
書をP.H.Poolが蘭訳したHandboekderOntleedkundevandenMenschに準拠するものであり,現存する講義ノ-
トは弟子達によって筆写されたものである.当時の欧州では顕微鏡の発達により組織学が一つの学問体系となっ

ており,その詳細が講義され,随所にボンベの西洋医学教育導入に於ける解剖学重視の姿勢が伺える.
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緒 言

1857年11月12日,長崎西役所に於いて,オランダ商館医と

して派遣されたオランダ王国二等海軍医官ボンベ ･ファン ･

メールデルフォール ト (J.L.C.PompevanMeerdervoort)は,
12名の日本人医師に対 して我が国最初の系統的西洋医学教育

を開始した,長崎大学医学部では,この日をもって創立記念

日としてお り,昨年150周年を迎えた訳である.当時の西洋

医学の状況を考えれば,最先端分野は真に解剖学であり,そ

の正常形態からの比較で成 り立つ病理学であったことは明白

であ り,これらの知見に基づいた外科治療が大成功を収めつ

つあったことも理解できる.本稿では,ボンベがこれらの最

先端の医学知識を取 り入れどのような組織解剖講義を行った

のかをご紹介したい1,2)

1.時代背景

時代は,杉田玄白等による ｢解体新書｣が出版された1774

年からは随分経るが,1801年にM.EX.Bichatによる ｢一般

解剖学｣が出され組織学が確立されつつあった.また1855年

仁はR.Virchowによる ｢細胞病理学｣が出版 され病理学の

基礎が築かれた. 日本では,宇田川椿庵による ｢植学啓原｣

がまとめられ,そこに初めて ｢細胞｣ とい う文字が記載され

たのが1834年であった3). このように,まさに時代は形態学

と病態 とが現代的なセンスで結びつけられ爆発的な医学の進

歩を予感させる時代であった と言えるであろ う6).参考まで

に,A.G.Bellによる電話の発明は1876年,T.A.Edisonによ

る電球の開発が1879年である.明治元年は1868年であった.
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2.ボンベ ･ファン ･メールデルフォール ト

図 1にボンベの肖像画と写真を示 した.1829年 5月5日生

まれで,8人兄弟の3男として生まれた.28才の若さで我が

国-の西洋医学教育の導入とい う大役を背負ったわけである

が,それに相応 しい貫禄 と実力を備えていたようである.辛

図1.ボンベ･ファン･メールデルフォールト.左は肖像画 (長崎

県立図書館蔵),右は写真 (長崎大学附属図書館医学分館蔵)で

ある.28-33才まで長崎に滞在し,系統的な西洋医学教育を導入

すると共に本邦初の西洋医学的病院である養生所を完成させた.

Fig.1.PompevanMeerdervoort.TheleftishisportraitCNagasakiPrefectural

LibraⅣ)andtherightishisphoto(MedicalLibraryNagasakiUniversity).

HestayedinNagasaki丘om28yearsoldto33yearsoldandintroduced

systematicwestern-StylemedicaleducationandfoundedYojoshoasthe

firstwestern-StylehospitalinJapan.
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実ボンベは,本邦初の西洋医学校の開校,本邦-の系統的人

体解剖の導入,本邦初の西洋医学的病院である ｢養生所｣の

開院,という3つの偉業を成し遂げている.

3.ボンベのカリキュラム

ボンベはオランダ語で講義を行った訳であるが,語学的な

障壁はもとより学生達の基礎科学に関する知識の欠如,翻訳

者である通詞 4)の怠惰,等により難渋を極めたようである.

実際オランダ語を理解出来たのは,松本良順と司馬凌海の二

人だけで,他の者は全く講義について行けず,結局この二人

の講義ノートを後から勉強するという状況となった.その為

当初は,1日3時間の講義とし,図2のように午前と午後に

分けて,月曜日から土曜日まで講義を行った2,5).解剖学は,

火木土の午前中を占めていた.もっともボンベは1857年の9

月21日に釆崎しており,短期間で長崎弁を話すことが出来る

ようになっていたという.1861年からは臨床講義が始まった

が,その頃は8時間講義となっており,教育効率は随分向上

していたと思われる.一連の講義は1862年8月には終了した

が,産科学と法医学を追加して講義し,1862年10月に卒業証

書を授与し,同年11月 1日に帰国の途に就いた.

4.ボンベの講義録 (解剖学)

解剖学のオランダ語講義ノートは, 順天堂大学及び慶応大

学に保存されている1).それによると,講義ノートは, ドイ

ツ人解剖学者C.E.Bockの人体解剖学書に準拠しており,お

そらくポシペが学んだユトレヒト陸軍軍医学校の内容も参考

としたであろう.講義ノートの作成は航海中に始まり,西役

所での講義が始まった一ケ月半後の1857年12月27日に完成

し,弟子がそれを筆写し終えている.実際の人体解剖を伴わ

ない講義ではその理解に限界がある.当時の風潮では,死体

解剖,とりわけ外国人による日本人の遺体解剖は理解が得ら

れる状況ではなかったが,1858年夏のコレラの大流行と度重

なる要求により1859年9月9日に待望の死刑囚体を用いた人

体解剖が現在の長崎市西坂 ｢二十六聖人の丘｣付近で実現し

た.遺体は主人の金をくすねた罪で死刑となった平三郎のも

1859年1月1日にボンベが定めた
講義表

(曜日) (午前) (午後)

月 病理総論 化学

火 解剖学 生理学

水 病理総論 化学

木 解剖学 生理学

金 病理総論 化学

土 解剖学 採鉱学

図2.ボンベの講義表.詳細は本文参照.

Fig.2.Pompe'scurriculum.Detailswereshowninthetext.

ので,第7額椎の直前で鋭利に切断されていた.解剖は朝

8:00頃から日没まで二日間に渡って行われた.刑屍の頭部は

保存され,その眼球等を用いて限耳の解剖を講義しており,

その内容は講義ノートの最後に詳細に記されている.当時,

長崎人口の約8%が眼病を患っており,ボンベも ｢日本ほど

盲人の多い国はない｣と書き残している点と関わりがあるも

のと思われる.

ボンベは系統的人体解剖教育の不足を補 う目的で,キュ

ンストレーキ (Kunstlijk:人工死体)を手に入れて教育に

用いた.キュンストレーキとはフランス人解剖学者L.T.J.

Auzouxによって欧州での解剖体不足を補 うために開発され

たもので,紙で作った人体模型であり皮膚から分解していく

と順次内臓に至るといった形式のものである (図3).現在

長崎大学に保存されているものは,ボンベがフランスから取

り寄せたものであり,男で身長は110cmである.ブールハ-

ヴェ博物館のものと同一モデルである5)が,残念な事に原爆

で一部を消失した.

5.ボンベの組織学の一端

図4に解剖各論筋篇7)の一部の抜粋 (一部表記を改変)を

示した.オランダ国ボンベ先生が口述の形で講義し,日本国

の松本良順が筆記したものである.それを後から日本語に翻

訳し,その翻訳本が日本中に広まった次第である.内容は大

変詳細で,顕微鏡レベルの記載が為され,筋組織は筋線維か

図3.キュンストレーキ.長崎大学附属図書館医学分館に所蔵され

ているキュンストレーキ.ボンベによりパリより取り寄せられた

もの.原爆により頭部と体の半分を失っている.長崎体はブール

ハーヴェ博物館のモデルと同一である.

Fig.3.Kunstlijk.AphotoofKunstlijkwhichwasownedbyMedical

LibraryNagasakiUniversity.TheKunstlijkwasimportedfromParis

byPompe.Theheadandahalfofbodywerelostby仙eatomicbomb

explosion.TheNagasakimodelisthesametothatintheMllSeum

Boerhaave.
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らなり,横紋が見えるものは随意筋であり,不随意筋は平滑

であること.また,しかしながら不随意筋にも横紋があるも

のがあり,その例は心臓と食道であることが記載されてい

る.明らかに,｢組織学｣的に言えば現在の教育レベルと大
差ないことが判る.血管や神経の入り方は更に詳細であり,

その正確さにには驚きを禁じ得ない.

6.終わりに

本稿では,ボンベの数々の偉業の中で,特に解剖学の講義

に関してご紹介した.当時の最先端医学分野-の力の入れよ

うを垣間見ることが出来よう.

尚,本稿で述べたボンベの講義録に関する知見の一部は,

長崎大学の平成18年度文部科学省現代的教育ニー′ズ取り組み

支援プログラム採択事業である ｢現代 ｢出島｣発の国際人育

成と長崎蘭学事始｣の一環として行われた調査研究結果に基

づいている.
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｢朋氏解剖学 筋部 二｣

朋氏解剖各論筋篇

和蘭 朋白先生 口授

日本 松本良順 筆記

･組織論

筋肉亦細織ノ組織スル者ナリ｡顕微鏡ヲ以テ視ル二悉皆黄帯
紅色円線ノ積重スル処ナリ｡名ケテ筋繊維卜云｡日･顕微鏡ヲ
以テ尚熟､之ヲ検査スレバ所謂細筋線ワ復夕極メテ微細ナル

繊候ヨリナル･=横保鉢ヲナス者アリO所謂随意筋ナル者之ヲ
以テ成ル.不随意筋二於テワ之アルコトナク平滑無色ノ遍帯ヨ
リナルO-.然リト錐モー概二論定スルコト克ウス｡何トナレハ
不随意筋モ又往々横備線維ヲ具有スルアレハナリ｡之ヲ例ス
ルニ心臓及ヒ食道之ナリ｡

(血管の薪組織での走行や神経の入り方などに関しても記載
あり)

図4.朋氏解剖学講義ノートの抜粋.慶応大学医学情報センター所

蔵の ｢朋氏解剖学 筋部 二｣からの抜粋 (一部表記を改変).

Fig･4･ApartofPompe'slecturenoteonAnatomy.Thisisacitationfrom

"Pompe'sAnatomyMuscle2"(PropertyofKeioUniversityMedical

InformationCenter).(PartsofthetextweremodiRed).
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EducationofAnatomydonebyPompevanMeerdervoort
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PompevanMeerdervoortarrivedatNagasakiportonSeptember

21,1857andstartedhiswestern-stylemedicaleducationf♭rthe

firsttimeintheNishiyakushoofNagasakionNovember12,1857.

Hehad12studentsincludingRyojunMatsumono.Thecurriculum

waslargelybasedonthatofUtrechtAmyMedicalSchool,which

wasre10rganizedafter1841andverygoodinbalanceoftheoryand

practice･Amongsubjects,muchattentionwaspaidforAnatomy

whichwasquiteadvancingatthetimeandinfactthelecturewas

glVenOneveryTuesday,ThursdayandSaturdaymornlngfrom

1857totheendof1859.HislecturenoteonAnatomywasbased

onHandboekderOntleedkundevandenMenschoriginallywritten

byC,E.Bock,whichwastranslatedintoDutchbyP.H.Pool.

Thenotecurrentlyavailableisacopybythestudents.InEurope

ofthosedays,microscopesweredevelopedand…Histology"had

beenestablishedasanewscience.Therefわre,hislecturecontained

detailsofhistologlCalfindingsandnowwecanappreciatehis

policytothinkmuchofAnatomyintheintroductionofwestem-

stylemedicaleducation.

Keywords:PompevanMeerdervoort,westem-Stylemedicaleducation,

lecturenote,NagasakiNishiyakusho,anatomy


